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自己紹介
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神田 佑亮（かんだ ゆうすけ）

• 1977 広島県 庄原市（東城町）生まれ

• 2001 広島大学大学院国際協力研究科 修了

• 2001- 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
（交通・まちづくり系エンジニア＋経営企画室・新規事業開発担当）

• -2005 政策研究大学院大学 修了

• 2012- 京都大学大学院 工学研究科 都市社会工学専攻 助教（2013- 准教授）

• 2017- 呉工業高等専門学校 環境都市工学分野 教授（現在に至る）

• 2018- 広島大学 防災・減災研究センター 客員研究員（現在に至る）

専門

• 交通政策論・交通計画・土木計画（特に，モビリティ・マネジメント、交通リスク論、災害時交通マネジメント論）

委員会活動・行政のアドバイザー等

• 日本モビリティ・マネジメント会議実行委員会 幹事長

• 一般社団法人JCoMaaS 理事

• マイクロモビリティ推進協議会 座長

• 国土交通省道路局 バスタプロジェクト推進検討会 委員

• 国土交通省総合政策局 交通分野におけるデータ連携の高度化に向けた検討会 委員

• 国土交通省鉄道局 鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会 委員

• 国土交通省 国土審議会地域生活圏専門委員会

• 国土交通省 交通政策審議会 地域公共交通部会 臨時委員

• 国土交通省中国運輸局 芸備線再構築協議会 構成員

• 鹿児島県 指宿枕崎線の将来のあり方に関する検討会議 委員 など



地域公共交通をめぐる変化の多い2020年代
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https://www.asahi.com/articles/ASPDB6WW4PD9UTIL01Z.html

https://trafficnews.jp/post/114102

https://news.yahoo.co.jp/articles/16c9499df9de4538561470c80a323b7f35b01b5e

路線の廃止・減便が続く



地域公共交通をめぐる変化の多い2020年代

4Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

•月次利用状況（JR東海）



地域公共交通をめぐる変化の多い2020年代

•平日の職場の滞在状況 by google community mobility report
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地域公共交通をめぐる変化の多い2020年代
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上場バス事業者のコロナ禍前後の決算

…緊急事態宣言の発出期間中

▼売上額 ▼営業利益・損失額

コロナ禍で公共交通事業の内部補助モデルが崩壊
• 貸切・高速バスの利益で路線バスの赤字を補填
• 付帯事業で採算性の低い交通事業をカバー
かつ，需要が戻りきらない

➔その結果，”あり方”を問われたり，減便等のサービス水準低下が発生



移動回数が減っている
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•１人当たりトリップ数の推移（平日）



悪循環の好循環化
• 人口減少ペース以上に、公共交通利用者層が減る

• さらに、地域経済も縮小する

• 新たなマーケットの開拓には，これまでにはない発想と動きが必要
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• 利用者減

↓

• サービス水準減

↓

• さらに利用者離れ

↓

• コスト議論の

悪化

• 利用者減

↓

• 目的地の連携

• 人々使い方の多様化

↓

• 新たなマーケットの開拓

↓

• 地域交通の理解者の増

↓

• 利用者の増
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このままだと間違いなく直面する問題
• 車生活が当たり前だった人が，車で移動できなくなる

• 商業の縮小

• 空き家問題

• 農業の継承

• 住民税収入の低下

• 固定資産税収入の低下

• 上下水道費等のインフラの１人あたり負担の増加➔道路も

• 学校・病院の再編➔病院はメインの高齢者が減る

• 公共交通の維持（鉄道・バス）➔メインの高齢者が減る

• ドライバー不足➔頼む相手がいない．「食わしている」など言語道断

• 福祉施設の廃業・再編➔メインの高齢者が減る

• 観光産業の右肩下がり➔メインの高齢者が減る（特に宿泊）

• 労働力不足による商店の廃業➔営業時間短縮→客離れ

• 高付加価値労働の域外流出➔ノウハウを持つ人は中央へ集中

• 地域全体の企画能力の低下➔上記と同様 etc.

10Kanda-Lab, National College of Technology



このままだと間違いなく直面する問題
• 人口減に起因する問題

• 人口減により存続が厳しくなるサービスの１つとして鉄道がフォーカス

11Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



モビリティの中心 ≠まちの中心？
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中国新聞(広島)HP
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/gallery/216084

• 鉄道で行く理由がない
• サービス水準よりも，拠点の問題？



議論の構図
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営業
収益

営業
費用

営業
収益

地域
交通
の

価値
効果
(便益)

▼現在のローカル線の議論
（世論含む）

▼交通インフラの意義に基づく議論

交通事業者に
帰着

営業
費用

• JRが赤字負担

（国鉄資産継承した
JRが担うべき論）

• 一方で，地域側が十
分に活用していた
か？

主に地域に帰着

誰がすべき？
(便益を発現
させるべき？)
誰が負担すべき？

• 道路事業等は社会的便益で事業を評価するが，鉄道含む交通事業は，
便益での評価の観点がほぼなされていない

• 費用＝フローという認識．ストック支出となれば見方が変わる？



地域交通の捉え方

•「交通」は，公共交通だけではない

•血管と心臓の関係

•血管：交通

•心臓：まち・家庭

•血管だけを考えすぎなのでは？
• しかも、利用者は学生と高齢者？

• 移動目的は通学・通院と買い物だけ？

• 「地域づくり」という発想は？
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• 道路事業等は社会的便益で事業を評価するが，鉄道含む交通事業は，
便益での評価の観点がほぼなされていない

• 費用＝フローという認識．ストック支出となれば見方が変わる？



まずは人口を見る
•桜井市の将来人口推計
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まずは人口を見る
•桜井市の人口ピラミッド
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まずは人口を見る
•桜井市周辺の人口増減(2015->2020)
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• 鉄道沿線は人口が増加基調であるが，そうでないところは減少と二極化



都市構造の改良も必要
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低密な都市：集積しない，なので不便，移動も長距離となり，車に頼る
コンパクトな都市：地方でも集積する．規模の経済が働くものが集まる



交通拠点の使い方
•長井駅（山形県）
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交通拠点の使い方
•長井駅（山形県）

20Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



地域公共交通(計画)の新たなトレンド
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資料：呉市地域公共交通計画(R7.3策定)

• 市外との接続含めて，市内の
各地域でどのような生活を担
保するか，という点から，

地域交通の仕様（頻度，始
発・終発）を行政側から設定



AIオンデマンド交通との出会い@2019年
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